
東
洋

の
キ
リ

ス
ト
教

へ
の
視
線

馬
場

毅

東
洋
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教

は
、
外
来
の
宗
教
で
あ
り
、
主
と
し

て
近
代
以
後
に
受
容
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
中
国

の
状
況
に
つ
い
て

述
べ
た
い
。

中
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教

は
、
す
で
に
前
近
代
、
異
端
と
さ
れ

た
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派

(景
教
)
が
唐
代
に
都
長
安
に
伝
わ
り
、
さ
ら

に
世
界
帝
国

で
あ

っ
た
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
や
元
代
に
は
カ
ト
リ

ッ
ク
も

伝
わ
っ
た
。
ま
た
大
航
海
時
代
以
後

の
明
末
清
初
の
時
期
に
は
、
カ

ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
師
は
、
儒
学
的
世
界
観
を
持

つ
士
紳
を
中
心
と
す

る
士
大
夫

に
近
づ
き
、
西
洋
学
術
を
伝
達
す
る
学
者
と
し
て
見
な
さ

れ
、
朝
廷

の
保
護
も
得
た
。
し
か
し
な
が
ら
イ

エ
ズ

ス
会
の
中
国
の

伝
統
と
習
俗
、
と
り
わ
け
孔
子
や
宗
族
制
と
関
係
深
い
祖
先
崇
拝

に

配
慮
す

る
布
教
方
法
は
、
康
煕
帝
時
代
、
典
礼
問
題
を
惹
起
し
、

ロ
ー
マ
教
皇
と
中
国
皇
帝

の
対
立
を
も
た
ら
し
、

つ
い
に
雍
正
帝
時

代
に
キ
リ

ス
ト
教

の
布
教
は
禁
止
さ
れ
た
。

一
九
世
紀
に
な

っ
て
、

ア
ヘ
ン
戦
争
以
前
に
す
で
に

一
部

の
宣
教

師
が
中
国

に
現
れ
た
が
、
本
格
的
に
な
る
の
は
、
中
国
の
近
代

の
始

ま
り
と
な

る
ア

ヘ
ン
戦
争
以
後

で
あ
る
。
明
末
清
初

と
異
な
る
の

は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ほ
か
に
、
新
た
に
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
布
教
が

始
ま

っ
た
こ
と
と
、
宣
教
師

の
布
教
方
法
が
中
国

の
伝
統
や
習
俗
に

妥
協
し
な
か

っ
た

こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
天

津
条
約

(
一
八
五
八

年
)
で
清
朝
国
家
が
中
国
内
地

へ
の
布
教
の
自
由
を
認
め
た
こ
と
に

よ
り
、
土
地
や
中
国
の
伝
統
的
な
祭
礼
の
時

の
寄
付
金
の
拠
出
を
め

ぐ

っ
て
宣
教
師
や
キ
リ
ス
ト
教
徒

と
中
国
社

会
の
争

い
が
起

き
る

と
、
宣
教
師
が
自
国
の
領
事

に
訴
え
、
領
事

が
清
朝

の
総
理
衙
門
に

抗
議
し
、
総
理
衙
門
か
ら
地
方
の
省

・
府

・
州

・
県
の
役
人
に
ま
で

命
令
が
伝
え
ら
れ
、
国
家

の
末
端

の
知
県
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
側
に

有
利
な
裁
定
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
宣
教
師
は
知
県
に
対
し
て
訴
え
る

こ
と
も
あ
り
、
宣
教
師
は
自
己
に
有
利
な
よ
う
に
知
県
が
対
処
し
な

け
れ
ば
よ
り
上
位
の
官
僚
組
織
に
訴
え
た
。

こ
の
よ
う
な
構
造
に
よ

り
、
宣
教
師
や
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
中
国
社
会

と
の
争

い
は
、
往
々
に

し
て
政
治
問
題
、
外
交
問
題
に
発
展
し
た
。

そ
れ
と
と
も
に
、
清
朝

の
行
政
機
構
を
通
じ
て
の
宣
教
師
や
キ
リ
ス
ト
教
徒
側

の
意
思
の
強

制
は
、
中
国
社
会
で
は
外
国
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
の
圧
迫
と
と
ら
え
ら

れ
た
。
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
を
受
容

し
た
層

は
、
貧
者
や
女
性
な
ど

東洋の キ リス ト教への視線
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で
、
社
会

の
指
導
層
で
は
な
か

っ
た
。
儒
学
的
世
界
観
を
持

つ
社
会

の
指
導
層

で
あ
る
士
紳
は
、
宣
教
師
が
中
国

の
伝
統
や
習
俗
に
妥
協

し
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
宗
族
社
会
な
ど

の
伝
統
的
価
値
観

の
擁

護
者
と
し

て
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教
に
敵
対
し
、
そ
れ
に

一
般
め
民
衆

も
呼
応
し
た
。
そ
の
た
め
各
地
で
仇
教
と
呼
ば
れ
る
反
キ
リ
ス
ト
教

暴
動
が
頻

発
し
た
。
そ
の
場
合
、
特
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
孤
児
を

引
き
取
り
孤
児
院
で
育
児
を
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
教
会
側

の
中
国

社
会

へ
の
極
端
な
秘
密
主
義
も
加
わ
り
、
こ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

が
密
か
に
孤
児
を
誘
拐
殺
害
し
、
眼
球
そ
の
他

で
薬
を
作
る
と
い
う

デ
マ
が
民
衆

に
信
じ
ら
れ
、
そ
れ
が
暴
動
の
原
因
と
な

っ
た
。

一
九

〇
〇
年
に
最
高
潮
を
迎
え
た
義
和
団
運
動
は
こ
の
よ
う
な
在
地
社
会

と
キ
リ
ス
ト
教

の
対
立
の
延
長
と
各
帝
国
主
義
列
強

の
侵
略

の
激
化

が
呼
応
し
た
た
め
起

こ
っ
た
が
、
そ
れ
は
最
大

の
反
キ
リ
ス
ト
教
運

動
と

い
う
側
面
も
持

っ
た
。

こ
の
間
、
宣
教
師
や
キ
リ
ス
ト
教
会
は
、
飢
鐘

の
時
の
救
済
、
医

療
施
設

の
経
営
、
孤
児
院
の
経
営
や
教
会
学
校

の
経
営
、
さ
ら
に
明

末
清
初
に
比
べ
て
そ

の
影
響
力
は
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
自

然
科
学
や
数
学
、
そ

の
上
歴
史
や
国
際
法
な
ど
の
翻
訳
を
通
じ
て
、

西
洋
学
術

を
伝
達
し
、
婦
人
解
放
運
動

へ
も
貢
献
し
た
。

義
和
団
が
鎮
圧
さ
れ
、
二
〇
世
紀
に
な
る
と
、
二
〇
年
代
ま
で
大

規
模
な
反

キ
リ

ス
ト
教
運
動
は
影
を
潜
め
た
。
ま
た
カ
ト
リ

ッ
ク
に

代
わ

っ
て
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
布
教
活
動
は
め
ざ
ま
し
く
、
初
等

教
育
、
さ
ら
に
は
燕
京
大
学
、
金
陵
大
学
な
ど
の
高
等
教
育
、
医
学

の
近
代
化
、
慈
善
事
業
、
飢
饅
救
済
、
女
性
教
育
、
反
纏
足
運
動
、

ア

ヘ
ン
禁
止
運
動
、
農
業

の
科
学
的
研
究
な
ど
に
貢
献
し
た
。
ま
た

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
に
と
も
な

い
、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
も
中
国
人

神
父

の
比
率
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
プ

ロ
テ

ス
タ

ン
ト
側

で
は
、

一

九
二
〇
年
代
、
本
色
運
動
が
起

こ
っ
た
。
そ
れ
は
外
国
か
ら
の
影
響

を
少
な
く
し
て
、
財
政
面
を
ふ
く
め
て
中
国
本
位
の
教
会
に
な
ろ
う

と
す
る
も
の
で
、
自
養

・
自
治

・
自
伝
の
三
自
運
動
と
呼
ば
れ
た
。

さ
ら
に
こ
の
本
色
運
動
は
農
村
工
作
を
重
視

し
た
。
ま
た

こ
の
時

期
、

マ
ル
ク
ス
レ
ー
ニ
ン
主
義
的
思
想
に
基

づ
き
、
非
基
督

(キ
リ

ス
ト
)
教
同
盟
運
動
が
起

こ
っ
た
。
そ
し
て
国
民
革
命
の
進
展
に
と

も
な
う
反
帝
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
に
よ
り
、
天
津
条
約
以
来

の

構
造

で
中
国
社
会
に
向
き
合

っ
て
い
た
キ
リ

ス
ト
教
会

は
、
教
会

の

土
地
の
回
収
や
教
育
権
回
収
と

い
う
反
キ
リ

ス
ト
教
運
動
に
見
舞
わ

れ
た
。
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教

の
普
及
は
西
洋
帝
国
主
義

の
侵
略
の

一

環

で
あ
る
と

い
う

マ
ル
ク
ス
レ
ー
ニ
ン
主
義
的
言
説

で
語
ら
れ
、

こ

の
よ
う
な
評
価

は
中
華
人
民
共
和
国
成
立
以
後
、
最
近
ま
で
続

い

た
。
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